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虎渓山・共栄エリア

4 陶人舎窯
とう じん しゃ がまとう じん しゃ がま

連房式登窯は江戸時代
初めから美濃で登場しま
す。全長11.1ｍ、焚口の横
幅は4.2ｍで、円柱状のツ
クと棚板を組み合わせた
窯詰をしました。昭和21～
36年操業。

◆所有者：個人

多治見市指定文化財（史跡）

永保寺陶製灯籠
とう せい とう ろうとう せい とう ろう

◆所有者：永保寺

多治見市指定文化財（建造物）

4月上旬に白から濃紅
色の花が咲きます。昭
和57年に多治見市の
木に指定されました。

2 虎溪山一号古墳
こ　けい ざんこ　けい ざん

1 永保寺
えい ほう  じ

二段築成の円墳で、直刀・金銅装の馬具・装
身具の玉類・土師器・須恵器など多数の副葬
品が出土しました。6世紀
前半～末期の当時の多
治見の支配者の墳墓と考
えられます。

◆所有者：永保寺

岐阜県指定文化財（史跡）

6 虎渓山自然林

急斜面の岩場で、70余種の木や草が生い茂っています。
多治見市の自然植生を知る上で貴重な場所です。

◆所有者：永保寺
◆公開：道沿いから見学可

多治見市指定文化財（天然記念物）

永保寺観音堂
国指定文化財（国宝建造物）

7 高田のケヤキ
たか   たたか   た

4～5月に開花し、秋には直径5ｍｍ程の実を
つけます。

◆所有者：個人

多治見市指定文化財
（天然記念物）

多治見市教育委員会

多治見市へのアクセス

水月場とも呼ばれ本殿にあたる
建物。岩窟式厨子には聖観世
音菩薩坐像が納められていま
す。正和3年（1314）に造られ、15
世紀後半に再建されたと言われ
ています。禅宗様と和様が折衷
した特殊な建築で、檜皮葺屋根
の美しい建物です。

鎌倉時代末期創建の臨済宗南禅寺派の古刹で、正和2年（1313）に甲斐からの旅の途中に立ち寄った夢窓国師と仏徳禅師らが、閑静で
美しい風景に魅せられ庵を結んだのが始まりといわれます。

◆所有者：永保寺 

永保寺開山堂
かん のん どうかん のん どう かん さん どうかん さん どう

国指定文化財（国宝建造物）

室町時代初期に建立され、瓦四半
敷で花狭間の格子窓の昭堂と、夢
窓・仏徳両師の像を安置し仏徳の墓
とされる宝篋印塔を納めた祠堂、そ
の２堂をつなぐ相の間から成る禅宗
様の建築です。

◆所有者：永保寺

永保寺のイチョウ

永保寺開山の仏徳禅師（1332
年没）お手植えの木として大切
に保護されてきたイチョウです。
この言い伝えが正しければ樹
齢は約700年になります。

◆所有者：永保寺

多治見市指定文化財（天然記念物）

永保寺庭園

中近世の日本庭園の発達に大きく貢献し
た作庭家でもある夢窓国師が手がけた
庭園。周辺の自然の地形を巧みに利用
した素晴らしい景観は、東海一の名園た
るに恥じません。

◆所有者：永保寺

国指定文化財（名勝）

永保寺のその他の文化財

仏徳禅師筆遺偈（県）、仏徳禅師筆印可仏鑑
（県）、仏徳禅師書跡「吹毛不曾動」（県）、涅槃像
（県）、聖観世音菩薩坐像（県）、塑造僧形彫刻
（伝夢窓国師坐像）（県）、夢窓国師書跡「春帰
家」（県） 、絹本著色十六善神像（市）など

◆公開
　：3月15日の宝物公開で見ることができるものもあります。

3 美濃窯伝統的窯業生産技術（水月窯）
すい げつ がますい げつ がまみ    の  ようみ    の  よう

人間国宝荒川豊蔵が美濃の伝統を活かした一
般家庭向け製品を作りたいと昭和21年（1946）
に開窯。土作り、成形、焼成、上絵付焼成の工
程を全て手作業で行う製造方法を守り続けてい
ます。

◆技術保持者：水月窯　◆公開：見学希望は要連絡

多治見市指定文化財（無形文化財）

永保寺文書永保寺文書
もん じょもん じょ

多治見市指定文化財（古文書）

永保寺に代々引き継がれた鎌倉～江戸時代
までの古文書。後醍醐天皇、光明天皇の綸旨
の他、鎌倉幕府
執権北条守時の
御教書など、永保
寺と支配層の関
係を示すものも多
く残されています。

◆所有者：永保寺
◆公開：図書館郷土資料室で複製または写真データが
          閲覧可能

◆公開：火～土（10時～17時）
          見学可能※祝日は休室
          見学希望は要連絡

笠原村・上半田川村外境論裁許絵図笠原村・上半田川村外境論裁許絵図
かみ  は   だ  がわ むらほかきょうろん さい きょ  え   ずかみ  は   だ  がわ むらほかきょうろん さい きょ  え   ず

多治見市指定文化財（古文書）

笠原村と上半田川村・下半田川村（現瀬戸市）との間の
山境をめぐる訴訟に対して、元禄14年（1701）に幕府から
言い渡された判決文書。境が引かれた
絵図の裏には裁許状が記されています。

◆所有者：多治見市
◆公開：図書館郷土資料室で複製または写真データが閲覧可能

西浦家文書西浦家文書
にし  うら  け  もん  じょにし  うら  け  もん  じょ

多治見市指定文化財（古文書）

美濃焼や町の発展に尽力した西浦家に残されていた
江戸時代中期から大正時代までの古文書。新田開発
や川普請などの村政史料や美濃焼生産販売の産業
史料も多く含まれています。

◆所有者：個人
◆公開：図書館郷土資料室で複製または写真データが閲覧可能 

絹本著色多治見国長像絹本著色多治見国長像
けん ぽんちゃくしょくけん ぽんちゃくしょく

美濃守護土岐頼貞の一族であった
多治見国長の肖像画。幕末の画家
浮田一蕙により描かれたものです。

◆所有者：養正小学校
◆公開：図書館郷土資料室で複製または
          写真データが閲覧可能

笠原エリア

1 笠原神明宮笠原神明宮
かさ はら しん めい ぐうかさ はら しん めい ぐう

多治見駅周辺エリア

笠原神明宮秋季祭礼用馬道具笠原神明宮秋季祭礼用馬道具
うま  どう  ぐうま  どう  ぐ

多治見市指定文化財（工芸）

10月第2日曜日に開催され
る笠原神明宮祭礼は、華
やかな御輿が奉納され、
若衆が山車馬の手綱を
引いて境内を走る馬駆け
神事が行われます。祭礼
用馬道具は江戸時代初
期～大正時代の貴重なも
のです。

笠原神明宮の祭神は天照大神です。年代の詳細は不明ですが、14世紀中頃の創建と言われてい
ます。

◆所有者：笠原町各区（釡区、平園区、神戸区、音羽区、栄区、富士区、上原区）
◆公開：10月第2日曜日の笠原神明宮祭礼で一部使用

笠原神明宮四角型丸竿灯籠笠原神明宮四角型丸竿灯籠
まる ざお とう ろうまる ざお とう ろう

多治見市指定文化財（建造物）

方形の基礎に連弁が彫られ、
竿は無地の円柱型です。正徳3
年（1713）9月に村内の者が寄
進しました。市内で年代が判明
している石灯籠で最も古いもの
です。

◆所有者：笠原神明宮

①

②

笠原神明宮陶製狛犬笠原神明宮陶製狛犬
こま いぬこま いぬ

多治見市指定文化財（工芸）

陶磁器製狛犬は美濃と尾張地
方で多く見られます。①は妻木の
陶工山本治良八宗和の作で寛
政6年（1794）の銘があり、②は
笠原の陶工加藤佐助の作で元
治元年（1864）または慶応元年
（1865）に奉納されました。

◆所有者：笠原神明宮
◆公開：拝殿より見学可能

◆所有者：普賢寺
◆公開：4月8日（花祭り）のみ見学可能

4 多治見市文化財保護センター多治見市文化財保護センター

生田1号窯出土灰釉広口瓶生田1号窯出土灰釉広口瓶
いく  たいく  た かい ゆう ひろ くち へいかい ゆう ひろ くち へい

多治見市指定文化財（考古資料）

灰釉陶器は8世紀後半～11世紀後半に猿投や東
濃を中心に焼かれ、器面には木灰を水に混ぜた釉
薬がかかっています。この広口瓶は平安時代中期
（10世紀）のものと考えられています。

埋蔵文化財、指定文化財の保護活動を行なっています。施設内には
展示室もあり、焼き物やその他の歴史資料を見ることができます。

◆所有者：多治見市

◆公開：平日（9時～16時半）見学可能　※時期によりどちらか1点を展示

◆公開：裏面参照

信長朱印状 附由来状信長朱印状 附由来状
つけたり ゆ   らい  じょうつけたり ゆ   らい  じょうしゅ   いん じょうしゅ   いん じょう

多治見市指定文化財（古文書）

この朱印状は、織田信長が焼物の窯を公
認した書状で、瀬戸の陶工加藤市左衛門
に与えられました。子孫の加藤景増がこの
朱印状を持って多治見に移り住み、多治見
の陶祖となったと由来状には記されていま
す。

◆所有者：多治見市
◆公開：複製を常設展示

古瀬戸灰釉四耳壺古瀬戸灰釉四耳壺
こ   せ   と  かい ゆう   し     じ     ここ   せ   と  かい ゆう   し     じ     こ

多治見市指定文化財（工芸）

古瀬戸は12世紀末～15世紀後葉にかけて尾張
瀬戸窯で焼かれた施釉陶器です。この四耳壺は
笠原町上原区で完形で出土し、蔵骨器として使用
されたと考えられています。

◆所有者：多治見市

C-う 5 多治見市
美濃焼ミュージアム
多治見市
美濃焼ミュージアム

D-え

6 多治見市図書館郷土資料室多治見市図書館郷土資料室（ヤマカまなびパーク内）

池田・喜多町エリア

1 永泉寺永泉寺
えい せん  じえい せん  じ

永泉寺惣門 附棟札永泉寺惣門 附棟札
つけたりむなふだつけたりむなふだそう もんそう もん

多治見市指定文化財（建造物）

東濃の名工で池田町屋村出身の野村作十郎によって天保
14年（1843）に再建された門で、本柱の後方に控柱を2本建
て切妻屋根をかけた薬医
門です。袖塀が2間ずつ
付き、東側には潜戸が設
けてあります。

奈良時代の高僧行基によって開かれた可児道場（池田五山）の一つ、蓮華院が江戸時代の初めに再興され、曹洞宗の寺として改めたの
が永泉寺の始まりと伝えられています。

◆所有者：永泉寺 

永泉寺のイチョウ永泉寺のイチョウ
多治見市指定文化財（天然記念物）

永泉寺境内の中央に根を張
るイチョウの大樹です。江戸
時代前期の寛文年間（1661
～1673）に永泉寺開山の雲山
大和尚によってお手植えされ
たと伝えられています。

◆所有者：永泉寺

2 普賢寺普賢寺
ふ  げん  じふ  げん  じ

寛文12年（1672）創建の曹
洞宗の寺で、江戸時代この
地域を治めていた旗本林氏
の菩提寺です。鐘楼門は東
濃の名工野村作十郎による
もので、弘化3年（1846）再
建の棟札が残されていま
す。

C-えMAP

MAP

MAP D-う

MAP

3 心性寺阿弥陀千体仏心性寺阿弥陀千体仏
しんじょう  じ   あ   み   だ  せん たい ぶつしんじょう  じ   あ   み   だ  せん たい ぶつ

亡き2代妻木城主頼利と万民の極楽往生を願って、寛文6年
（1666）に心性寺の中興の祖・閑唱真順が作ったと伝えられて
います。中央に阿弥陀如来１躯、12～20cmの仏像970躯が整
然と並んでいます。

◆所有者：心性寺　◆公開：見学希望は要連絡

多治見市指定文化財（彫刻）

2 紙本著色涅槃図（清昌寺）紙本著色涅槃図（清昌寺）
し  ほんちゃくしょく  ね  はん  ずし  ほんちゃくしょく  ね  はん  ず せいしょう  じせいしょう  じ

清昌寺の涅槃図は、製作年代や作者に関し
て不詳ですが、弘化2
年（1845）に表具を変
えており江戸時代中
期の作とされていま
す。釈迦が右手を面
前に添える姿で横臥
しているのが特徴で
す。

◆所有者：清昌寺　◆公開：涅槃会の時に公開

多治見市指定文化財（絵画）

5 西浦庭園西浦庭園
にし うらにし うら

幕末～明治に美濃焼の発展に貢献し
た西浦圓治の庭園。明治13年（1880）
天皇巡幸の際には庭園内に建てられ
た離れ座敷が行在所となりました。離
れ座敷は大正時代初めに京都嵯峨
の宝筐院へ移築されました。

◆所有者：多治見市

多治見市指定文化財（史跡）

5 虎渓山シデコブシ群生地

◆所有者：永保寺　◆公開：道沿いから見学可

多治見市指定文化財（天然記念物） MAP C-う

16世紀前半に操業した半地上式単室
の大窯で、残りが良く作業場跡もあり大
窯の構造を伝える数少ない窯跡です。
出土遺物は碗、
皿、鉄釉四耳
壺、すり鉢、香炉
など多岐にわ
たっています。

5 妙土窯跡妙土窯跡
みょう  ど  がま あとみょう  ど  がま あと

◆所有者：多治見市

岐阜県指定文化財（史跡） D-お

多治見市指定文化財（史跡）

B-え

D-か

4 狐塚古墳狐塚古墳
きつねづかきつねづか

7世紀前半に築造されたと考えられる直径約
11mの円墳で、墳丘と石室が完全な状態で残
る市内では唯一
の古墳です。双
龍文環頭柄頭や
金環、勾玉、須
恵器などが出土
しました。

甲斐武田氏の東濃進出に伴い根本に来住した若尾一
族の先祖の墓石で、甲州より移したと伝えられます。3基
のうち2基には、明徳
4年（1393）、応永21
年（1414）の銘が刻
まれています。

◆所有者：多治見市

岐阜県指定文化財（史跡）

◆所有者：元昌寺

◆所有者：普賢寺

D-お

D-お

E-お

1 新羅神社社殿 附陶製灯籠・棟札新羅神社社殿 附陶製灯籠・棟札
しん  らしん  ら つけたりとうせい  とう   ろう      むな ふだつけたりとうせい  とう   ろう      むな ふだ

嘉永元年（1848）に建立された権現造の社殿には、
尾張藩御用彫物師早瀬長兵衛一族による彫刻が
施されています。拝殿前の陶
製 灯 籠 一 対は安 政 5 年
（1858）奉納で市内でも年代
が古く貴重です。

◆所有者：新羅神社
◆公開：瑞垣の外から見学可能多治見市指定文化財（建造物） C-え

その他
1 根本宝篋印塔根本宝篋印塔

ね  もと ほうきょういん とうね  もと ほうきょういん とう

多治見市指定文化財（建造物） 普賢寺鐘楼門 附棟札・扁額普賢寺鐘楼門 附棟札・扁額
つけたりむなふだ     へん  がくつけたりむなふだ     へん  がくしょう  ろう  もんしょう  ろう  もん

多治見市指定文化財（建造物） 江戸時代前期の修行僧円空作
正観音坐像で、背面には観音菩
薩、大日如来などの諸仏名が墨書
で表されています。制作年代は寛
文9年（1669）かその翌年と考えら
れています。

円空仏円空仏
えん くう ぶつえん くう ぶつ

多治見市指定文化財（彫刻）

◆所有者：神明神社（滝呂町）
◆公開：滝呂区民会館にて
         平日（9時～17時）のみ見学可能

美濃では19世紀半ばから磁器
生産が急増し、滝呂でも盛んでし
た。天保14年（1843）と弘化4年
（1847）に製作されたこ
の狛犬は磁土を素材と
しており、陶器製が大半
の中、例が少なく貴重で
す。

6 滝呂神明神社磁器狛犬滝呂神明神社磁器狛犬
たき   ろたき   ろ こま  いぬこま  いぬ

多治見市指定文化財（工芸）

◆所有者：神明神社（廿原町）
◆公開：本殿周囲の瑞垣の外から
         見学可能
慶応2年（1866）に建立さ
れた木造檜皮葺、一間社
流造の建物です。東濃の
名工野村作十郎によるも
のです。

7 廿原神明神社本殿 附棟札廿原神明神社本殿 附棟札
つづ はらつづ はら つけたりむなふだつけたりむなふだ

多治見市指定文化財（建造物）

D-お

◆技術保持団体：小木棒の手保存会
◆公開：10月15日に近い日曜日の午後に諏訪神社で奉納

棒の手は2・3人組で、棒、鎌、長刀、鎌蓋や
真剣などで打ち合います。愛知県では70箇
所以上で伝えられてる棒の手ですが、県内
では小木（現諏訪町）のみです。

8 小木棒の手（無二流）（諏訪神社）小木棒の手（無二流）（諏訪神社）
お    ぎお    ぎ す   わす   わむ   に  りゅうむ   に  りゅう

岐阜県指定文化財（無形民俗文化財） B-お

◆所有者：多治見市

3 明和1号古窯跡明和1号古窯跡
めい   わ                   こ   よう   あとめい   わ                   こ   よう   あと

B-う

D-う

10 大藪のシダレザクラ（神明神社）大藪のシダレザクラ（神明神社）
おお やぶおお やぶ

樹齢がおよそ160年といわれる貴重な古
木です。4月上旬には見事な花を咲かせ
ます。

◆所有者：神明神社（大薮町）

多治見市指定文化財（天然記念物）

9 廿原のカキ廿原のカキ
つづ はらつづ はら

日当たりの良い小高い場所の一隅に生
える、県下ではまれなカキの大樹です。

◆所有者：個人

岐阜県指定文化財（天然記念物）

A-い

A-え

7 平野のケヤキ平野のケヤキ
ひら  のひら  の

4～5月に開花し、秋には直径5ｍｍ程の実を
つけます。

◆所有者：個人

多治見市指定文化財（天然記念物）

D-え

2 池田1号古墳池田1号古墳池田1号古墳池田1号古墳
いけ  だいけ  だ

直径約14ｍの円墳。6世紀末頃に作られ
た後、7世紀前半頃に作り直された跡が
見られる珍しい古墳です。須恵器や金
メッキを施した耳環など多数の副葬品が
出土しています。

◆所有者：多治見市

多治見市指定文化財（史跡）

3 喜多町西遺跡喜多町西遺跡
き    た  まち にし   い  せきき    た  まち にし   い  せき

弥生時代中期から奈良時代にかけての
建物跡が27棟発掘されました。また、壺
や甕などの土器や、磨製石包丁、磨製
石鎌なども出土し、この地域屈指の集落
遺跡といえます。

◆所有者：多治見市

多治見市指定文化財（史跡） B-えB-え

D-う

MAPD-うMAP

MAP MAP

東京・静岡方面▶豊田東JCT▶土岐南多治見IC（東海環状自動車道）
東京・長野方面▶多治見IC（中央自動車道）
大阪・京都方面▶小牧JCT▶多治見IC（中央自動車道）

マップの作成には岐阜県清流の国ぎふ推進補助金を受けています。

JR東海道新幹線名古屋駅下車▶JR中央本線多治見駅下車（中津川方面）

2020年3月発行

公共交通機関

自動車

お問い合わせ先
多治見市教育委員会　文化財保護センター
〒507-0071　岐阜県多治見市旭ヶ丘10-6-26
TEL:0572-25-8633　 FAX:0572-24-5033
URL https://www.city.tajimi.lg.jp/bunkazai/
E-mail hogo-cen@city.tajimi.lg.jp

文化財めぐりのエチケット
文化財は私たちの祖先が作り上げてきた貴重な歴史的遺産であり、国民
共有の財産です。大切に保存し活用するため、文化財を見学するときには
次のことを心がけましょう。
1.信仰の対象には敬虔な態度で接しましょう。
2.火災予防に注意し、文化財のある場所ではタバコや花火、たき火などを
絶対に行わないでください。

3.拝観の許可が必要な文化財はあらかじめ所有者の許可を得てください。
4.写真撮影は所有者の許可を得て行うようにしましょう。
5.文化財に対し破損や汚染の心配のある行為は厳に慎みましょう。

けいけん

げん

中央自動車道

新東名高速道路
東海環状
自動車道

土岐南多治見IC

多治見IC

名古屋IC

至京都
　大阪

至京都
　大阪

豊田東JCT豊田JCT

土岐JCT小牧JCT

至静岡
東京

至長野
東京

新名神高速道路

名神高速道路

東名高速道路

中央本線

名古屋駅
至京都
　大阪

至中津川

至静岡
東京

東海道新幹線

多治見駅

手洗石手洗石
て  あらいいして  あらいいし

寛延2年（1749）に奉納され、
正面に奉納年の十二支で縁
起物の蛇と、笠原から伊勢神
宮へ御饌米を送っていた関
わりからか16弁の菊花紋が彫
られています。和泉国の石工
によって彫られました。

◆所有者：笠原神明宮多治見市指定文化財（彫刻）

2 本土神社宝篋印塔本土神社宝篋印塔
ほん  どほん  ど ほうきょういん とうほうきょういん とう

宝篋印塔は墓碑や供
養塔として建てられたも
のです。本土神社の宝
篋印塔は室町時代初
期の様式で、塔身だけ
でなく基礎にも梵字が刻
まれた珍しいものです。

◆所有者：本土神社

多治見市指定文化財（建造物） C-え

C-え
C-え

MAP

MAP

MAP

MAP

MAP MAP

MAP

MAP

C-うMAP

MAP

MAP

MAP

MAPB-うMAP

MAP

MAP

MAP

MAP

MAP

C-えMAP

MAP多治見市指定文化財（彫刻）

3 大日如来坐像（長福寺）大日如来坐像（長福寺）
だい にち にょ らい  ざ  ぞうだい にち にょ らい  ざ  ぞう ちょうふく  じちょうふく  じ

長福寺は真言宗の寺院で元弘年間
（1331～1334）の創建とされます。大
日如来は密教の中でも最高位で、金
剛界大日如来のこの像は「智拳印」
という印相を胸前で結んでいます。室
町時代の作と推定されます。

◆所有者：長福寺
◆公開：見学希望は要連絡

岐阜県指定文化財（史跡） C-え

4 多治見国長邸跡多治見国長邸跡
た   じ   み  くに なが てい あとた   じ   み  くに なが てい あと

後醍醐天皇の鎌倉
幕府討幕計画に参
加し、正中の変で非
業の最期を遂げた多
治見国長の邸宅が
あったといわれていま
す。

◆所有者：多治見市

多治見市指定文化財（絵画）

国
宝

国
宝

国
名
勝

鎌倉時代後期に操業した全長8.8
ｍ、最大幅2.2ｍの窖窯です。この窯
では無釉の山茶碗が焼かれ、碗、
皿、壺、鉢、陶丸や窯道具など数万
点が出土しました。

あながま

多治見の陶器商・加藤助三郎が日
露戦争の戦勝記念として献納した
もので、方丈の正面に建てられてい
ます。火袋と竿には志野釉、その他
には織部釉が施されています。

さおひぶくろ

C-うMAP

C-えMAP


